
 
事例 4 

教 育 不登校児童生徒に対する訪問型支援事業 

平成 31（令和元）年度～令和 3 年度実施               

不登校児童生徒に対する 

訪問型支援事業実行委員会 

事業概要 

役割分担 

評価ポイント 

実行委員会 

団 体 市担当課 

対人や外出に不安・抵抗があり、適切な支援を受けられていない児童生徒やその家庭に

対し、訪問型の相談支援及び学習支援等を行うことで、対象児童生徒及び家庭の活力を向

上させ、 不登校の解消や社会復帰を目指します。また、この支援により保護者の子どもへ

の悩みの解消も目指します。 

■訪問相談 

■学習支援 

■居場所づくり学習支援 

■児童生徒及び家庭 

の情報共有 

■他機関との連携・調整 

■対象者の選定 

■支援内容の決定 

■保護者支援事業 

◆ 対応の難しいケースが多い中で、子ども達一人ひとりに向き合うきめの細かい対応がなされて

います。 

◆ 団体と市が良好な関係の中、共働してこそ実現可能なスキームであり、公共性の高い事業です。 

市担当課 

教育委員会 教育支援課 

団 体 

NPO 法人まちづくり LAB 



     
共働のコツ 

共働の成果 

共働終了後の取り組み 

団体紹介 

団 体 

団 体 

◆入念にコミュニケーションを取ることを心掛けた結

果、支援のゴールをお互いが同じレベルで認識で

き、スムーズに事業を行うことができました。 

市担当課 

◆団体が現場を担当していますが、市の担当者も現

場に行き、実際の活動を見ることを心掛けました。 

市担当課 

◆共働事業を通して、NPO の専門性や即時性を実感

することができ、課題解決の選択肢が広がりまし

た。 

◆団体のみの支援より、幅広い支援が行えるように

なりました。そして、行政と共働した実績は、団体

の信頼度の向上に繋がりました。 

◆活動の選択肢として「連携する」ことが新たに加わ

ったため、団体の活動に活かしていきたいです。 

◆ NPO 法人まちづくりＬＡＢ・教育指導室だけでなく、他 NPO 団体等を含めた実行委員会形式で事業を

継続します。 

◆ 検討している実行委員会体制で実施することにより、多様な人材で事業内容を検討しながら、事業の

充実を図ります。 

NPO 法人まちづくり LAB 

◆代表者：永田 充  ◆住所：福岡県粕屋郡粕屋町 3-5-15 

◆電話番号：080-316-3260（代表：永田） 

◆ホームページ：http://machilab.org/ 


